
　
近
年
、
日
本
の
鉄
道
黎
明
期
に
つ
い
て
二
つ
の
大

き
な
発
見
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
二
〇
一
九
年
四
月
、

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
の
品

川
駅
改
良
工
事
に
伴
う
港
区
教
育
委
員
会
に
よ
る

調
査
で
発
掘
さ
れ
た
「
高た
か
な
わ輪
築ち
く
堤て
い
跡
」
で
あ
る
。

　
一
八
七
二
年
、
日
本
で
初
め
て
鉄
道
が
開
業
し
た

新
橋
︱
横
浜
間
の
総
延
長
は
約
二
九
㌔
㍍
だ
っ
た
。

う
ち
本
芝
か
ら
高
輪
海
岸
を
経
て
品
川
停
車
場
に

至
る
約
二・七
㌔
㍍
は
海
上
に
堤
を
築
い
て
レ
ー
ル

を
敷
き
、
そ
の
上
を
蒸
気
機
関
車
が
走
っ
た
。
こ
こ

が
高
輪
築
堤
と
呼
ば
れ
、
開
業
か
ら
五
十
年
ほ
ど
使

わ
れ
た
の
ち
、
東
京
湾
の
埋
め
立
て
と
と
も
に
姿
を

消
し
て
い
た
。

　
も
う
一
つ
は
二
〇
二
三
年
秋
、
門
司
港
地
区
複
合

公
共
施
設
建
設
事
業
に
伴
う
北
九
州
市
芸
術
文
化

振
興
財
団
に
よ
る
調
査
で
発
掘
さ
れ
た
「
門
司
駅
関

連
遺
構
」
で
あ
る
。
遺
構
は
一
八
九
一
年
に
開
業
し

た
初
代
門
司
駅
の
外
郭
石
垣
、
機
関
車
庫
や
倉
庫
、

石
炭
ガ
ラ
の
廃
棄
土
坑
な
ど
か
ら
な
る
。
そ
の
他
に

大
量
の
赤
煉
瓦
、
九
州
鉄
道
の
社
標
入
り
小
椀
、
ア

メ
リ
カ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
社
製
の
銘
板
な
ど
も
出
土
し

て
い
る
。

　
門
司
駅
は
九
州
鉄
道
の
起
点
駅
で
本
社
が
置
か

れ
た
。
明
治
四
十
年
の
国
有
化
以
降
は
、
九
州
帝
国

鉄
道
管
理
局
︱
九
州
鉄
道
管
理
局
︱
門
司
鉄
道
管

理
局
︱
門
司
鉄
道
局
が
置
か
れ
た
。
戦
後
も
日
本
国

有
鉄
道
門
司
鉄
道
管
理
局
が
置
か
れ
、
門
司
は
九
州

の
鉄
道
事
業
の
拠
点
で
あ
り
続
け
た
。

　
　

見
出
さ
れ
た
局
報

　
い
ず
れ
の
遺
構
も
、
鉄
道
、
地
域
、
市
民
の
歴
史

を
物
語
る
た
い
へ
ん
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。し
か
し
、

遺
構
は
本
来
的
に
動
か
す
こ
と
（
移
築
）
が
む
ず
か

し
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
遺
構
の
保
存
と

活
用
を
考
え
る
場
合
、
開
発
（
街
づ
く
り
）
と
文
化

財
保
護
を
め
ぐ
っ
て
意
見
の
相
違
を
生
じ
や
す
い

側
面
が
あ
り
、
時
に
立
場
と
し
て
対
立
す
る
こ
と
も

あ
る
。
後
世
に
歴
史
を
伝
え
る
た
め
、
お
互
い
の
立

場
を
尊
重
し
つ
つ
知
恵
を
絞
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
だ
が
、
そ
う
し
た
遺
構
だ
け
で
な
く
、
わ
れ
わ

れ
に
と
て
も
身
近
な
、
紙
に
書
か
れ
た
文
字
資
料
の

保
存
も
さ
ま
ざ
ま
な
む
ず
か
し
い
問
題
を
抱
え
て

い
る
。

　
二
〇
二
一
年
秋
、九
州
産
業
大
学
地
域
共
創
学
部・

菅
沼
明
正
講
師
は
、ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
九
州
支
社
長・

髙
橋
誠
氏
の
協
力
を
得
て
、
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会

社
（
Ｊ
Ｒ
九
州
）
の
資
料
調
査
を
実
施
し
た
。
髙
橋

氏
は
一
九
七
七
年
に
日
本
国
有
鉄
道
九
州
総
局
に

入
局
さ
れ
、
佐
賀
駅
長
、
小
倉
駅
長
な
ど
の
要
職
を

歴
任
後
、
二
〇
一
八
年
四
月
か
ら
二
〇
二
二
年
三
月

ま
で
九
州
産
業
大
学
地
域
共
創
学
部
教
授
と
し
て

教
鞭
を
と
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
経
歴
か
ら
菅
沼
先
生

と
Ｊ
Ｒ
九
州
の
橋
渡
し
役
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
資
料
調
査
に
お
い
て
大
正
・
昭
和
期
に
作
成

さ
れ
た
「
局
報
」
が
見
出
さ
れ
た
。「
局
報
」
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
が
、
菅
沼
研
究
室
は
同
社
の
許
可

を
得
て
同
資
料
を
借
用
し
た
。
さ
ら
に
大
学
の
理
解

を
得
て
、
空
き
研
究
室
を
使
用
さ
せ
て
も
ら
い
、
資

料
の
保
管
ス
ペ
ー
ス
と
研
究
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
で
き
た
。こ
れ
を
機
に
菅
沼
氏
を
代
表
と
す
る「
門

鉄
研
究
会
」
が
組
織
さ
れ
、「
局
報
」
の
調
査
・
研

究
が
は
じ
ま
っ
た
。

　
　

酸
性
紙
と
劣
化
問
題

　

し
か
し
、
研
究
利
用
に
先
立
ち
、
近
代
の
洋
紙

特
有
の
劣
化
が
確
認
さ
れ
た
。
日
本
の
和
紙
は
楮こ
う
ぞ、

三み
つ
ま
た椏

、
雁が
ん
ぴ皮

な
ど
の
薄
い
外
皮
（
黒
皮
）
を
取
り
除

い
た
表
皮
部
の
白
皮
を
原
料
と
す
る
。
和
紙
の
繊
維

は
し
な
や
か
で
耐
久
性
に
す
ぐ
れ
、
通
常
、
酸
性
化

さ
せ
る
よ
う
な
添
加
物
も
使
用
し
な
い
。
だ
が
、
手て

漉す

き
の
た
め
大
量
生
産
に
は
向
い
て
い
な
い
。

　
明
治
期
に
な
る
と
木
材
パ
ル
プ
を
原
料
と
す
る
洋

紙
の
生
産
技
術
が
日
本
に
も
伝
わ
る
。
新
聞
・
雑
誌
・

書
籍
な
ど
に
使
わ
れ
る
紙
の
需
要
は
拡
大
し
、
洋
紙

は
国
内
で
大
量
生
産
さ
れ
、
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い

く
。
し
か
し
、
こ
の
こ
ろ
に
製
造
さ
れ
た
洋
紙
の
多

く
は
内
部
劣
化
要
因
と
し
て
酸
性
紙
問
題
を
抱
え
て

い
る
。

　
内
部
劣
化
の
主
な
原
因
は
、
紙
の
に
じ
み
止
め
剤

（
ロ
ジ
ン
サ
イ
ズ
剤
）
の
定
着
に
使
用
さ
れ
る
硫
酸

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
（
通
称
硫
酸
バ
ン
ド
）
に
あ
る
。
硫

酸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
紙
の
中
に
含
ま
れ
る
水
分
や

空
気
中
の
水
分
と
反
応
し
て
硫
酸
を
生
じ
、
紙
を
酸

性
に
す
る
。
そ
の
結
果
、
硫
酸
に
よ
っ
て
紙
の
繊
維

（
セ
ル
ロ
ー
ス
）
は
脆も
ろ
く
な
り
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
自
己
崩
壊
し
て
い
く
。

　
硫
酸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
日
本
に
洋
紙
の
製
造
方

法
が
導
入
さ
れ
た
こ
ろ
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
。
保
存

環
境
に
も
左
右
さ
れ
る
が
、
酸
性
紙
の
寿
命
は
製
造

か
ら
五
十
年
程
度
と
い
わ
れ
る
。
紙
の
劣
化
を
遅
ら

せ
る
方
法
と
し
て
中
性
紙
保
存
箱
の
活
用
や
脱
酸

処
置
も
あ
る
が
、
長
期
的
に
は
適
切
な
保
存
環
境
の

整
備
と
撮
影
に
よ
る
媒
体
変
換
な
ど
の
保
存
対
策

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

デ
ジ
タ
ル
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
と
こ
ろ
が
、
劣
化
ば
か
り
で
な
く
、
冊
子
に
編へ
ん

綴て
つ

さ
れ
た
「
局
報
」
は
と
て
も
厚
み
が
あ
り
、
簡
単
に

撮
影
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

菅
沼
研
究
室
は
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
に
技
術
指
導
を
お
願
い
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
人
類
が
持
つ
文
化
を
後
世
に
伝

え
る
た
め
に
、
芸
術
、
芸
能
、
技
術
、
技
能
を
中
心

と
し
た
有
形
・
無
形
の
文
化
的
所
産
を
歴
史
的
、
社

会
的
観
点
か
ら
研
究
・
分
析
し
、
記
録
・
整
理
・
保

存
・
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
究
機
関
で
あ

る
。
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
て

き
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
技
術
や
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
管
理
技
術
を
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
基
盤

と
し
て
他
大
学・他
研
究
機
関
の
研
究
者
に
提
供
し
、

情
報
ア
ー
カ
イ
ブ
・
知
識
循
環
型
共
同
研
究
を
推
進

し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
お
い
て
最
も

す
ぐ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
国
内
の
研
究
機
関
の

一
つ
で
あ
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
は
大
き
く
「
資
料
の
撮
影
」、「
画
像

確
認
・
再
撮
影
」、「
デ
ー
タ
処
理
・
ア
ー
カ
イ
ブ
接

続
」
か
ら
な
る
。
撮
影
装
置
は
同
セ
ン
タ
ー
が
開
発

し
た
も
の
に
倣な
ら

い
、
手
作
り
で
整
備
し
た
。
撮
影
台

は
木
材
と
ゴ
ム
紐
（
ヨ
ッ
ト
用
）
で
製
作
し
、
厚
み

の
あ
る
資
料
も
高
さ
調
整
な
し
で
撮
影
で
き
る
。

　
テ
ザ
ー
撮
影
を
採
用
し
、
大
き
な
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

で
画
像
を
確
認
し
て
足
元
の
テ
ン
キ
ー
で
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
る
。
両
手
が
あ
く
た
め
ガ
ラ
ス
板
を
安
全

に
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
き
、
資
料
の
位
置
も
修
正
し
や

す
い
。
ピ
ン
ト
も
確
認
し
や
す
く
、
慣
れ
る
と
撮
影

に
ス
ピ
ー
ド
感
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
方
法
に
よ
り
で

き
る
限
り
資
料
へ
負
荷
を
か
け
ず
、
効
率
的
に
鮮

明
な
撮
影
が
可
能
と
な
っ
た
。
次
に
撮
影
画
像
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
原
資
料
と
照
合
す
る
。
撮
影
漏
れ
や

不
鮮
明
な
も
の
は
再
撮
影
す
る
。
そ
の
後
、
フ
ァ
イ

ル
の
リ
ネ
ー
ム
（
フ
ァ
イ
ル
名
の
変
換
）
お
よ
び
Ｊ

Ｐ
Ｇ
化
を
お
こ
な
う
。

　
こ
れ
ら
一
連
の
作
業
は
九
州
産
業
大
学
学
生
有

志
が
遂
行
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
、
や
む
を
得
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ず
原
本
を
必
ず
一
度
以
上
は
手
に
取
り
、
撮
影
に
関

係
す
る
負
荷
を
か
け
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
デ
ジ
タ

ル
化
が
完
了
す
れ
ば
長
期
保
存
が
可
能
に
な
り
、
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
原
本
の

さ
ら
な
る
破
損
や
汚
損
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

局
報
と
は
何
か

　
鉄
道
の
運
行
は
、
数
多
く
の
従
業
員
が
遂
行
す
る

膨
大
な
業
務
の
組
み
合
わ
せ
で
成
立
す
る
。運
転
士
、

車
掌
、
駅
員
な
ど
の
現
業
職
は
も
ち
ろ
ん
、
運
行
計

画
と
管
理
、
鉄
道
保
線
、
鉄
道
車
両
の
保
守
な
ど
を

担
う
事
務
職
、
技
術
職
の
業
務
が
一
体
と
な
っ
て
、

は
じ
め
て
鉄
道
は
安
全
・
正
確
・
迅
速
な
運
行
が
可

能
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
業
務
遂
行
の

た
め
さ
ま
ざ
ま
な
規
程
が
定
め
ら
れ
、
各
種
の
業
務

命
令
が
日
々
発
せ
ら
れ
る
。

　
国
有
鉄
道
で
は
、そ
れ
ら
職
務
上
の
法
令
や
命
令
、

連
絡
を
伝
達
す
る
手
段
と
し
て「
官
報
」「
鉄
道
公
報
」

「
局
報
」
の
三
つ
の
機
関
紙
を
用
い
た
。
こ
の
う
ち
、

鉄
道
局
長
か
ら
発
せ
ら
れ
る
局
達
（
規
程
や
業
務
命

令
）
を
掲
載
す
る
も
の
が
「
局
報
」
で
あ
る
。
原
則
、

休
日
を
除
き
、
各
地
方
鉄
道
局
で
毎
日
作
成
さ
れ
、

管
轄
内
の
関
係
部
署
に
鉄
道
で
配
送
さ
れ
た
。
従
業

員
は
業
務
開
始
前
に
必
ず
目
を
通
し
、
そ
の
日
の
業

務
を
遂
行
す
る
。「
局
報
」
は
組
織
内
に
お
け
る
情

報
共
有
・
周
知
徹
底
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の

で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
戦
前
期
国
有
鉄
道
の
運
行

管
理
シ
ス
テ
ム
で
も
あ
っ
た
。

　
ま
た
、「
局
報
」
の
掲
載
内
容
は
規
程
や
命
令
事

項
に
限
定
さ
れ
な
い
。
運
転
関
係
、
営
業
関
係
、
技

術
関
係
、
労
働
関
係
の
情
報
も
記
載
さ
れ
る
。
た
と

え
ば
、
臨
時
列
車
（
修
学
旅
行
や
軍
用
列
車
な
ど
）

の
運
行
状
況
、
米
、
麦
、
大
豆
、
鮮
魚
、
石
炭
な

ど
各
種
貨
物
品
の
発
送
・
到
着
量
な
ど
の
数
値
デ
ー

タ
、
季
節
ご
と
の
貨
車
の
動
向
や
配
車
に
つ
い
て
の

注
意
、
車
両
の
保
守
・
改
造
な
ど
の
情
報
も
記
載
さ

れ
て
い
る
。「
局
報
」
は
鉄
道
史
や
流
通
史
の
み
な

ら
ず
経
営
史
、
交
通
史
、
産
業
史
、
観
光
史
、
技
術

史
、
軍
事
史
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
に
資

す
る
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　
　

局
報
の
資
料
価
値

　
「
局
報
」
は
、
戦
前
期
ま
で
は
社
内
の
職
務
関
係
者

だ
け
に
配
布
さ
れ
た
。だ
が
、昭
和
二
十
五
年
以
降
は
、

「
局
報
」
の
購
読
を
希
望
す
る
者
に
も
申
し
込
み
の
う

え
有
料
で
頒
布
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
国
鉄
関
係

者
以
外
で
も
「
局
報
」
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
は
あ

り
得
る
。
実
際
、
外
部
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
古
書
店

な
ど
に
「
局
報
」
の
一
部
が
出
品
・
販
売
さ
れ
た
こ

と
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
短
期
間
で
ふ
ぞ
ろ

い
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
か
つ
て
の
関
係
者
が

個
人
で
「
局
報
」
を
大
正
期
か
ら
昭
和
戦
後
期
の
長

い
期
間
に
わ
た
っ
て
継
続
・
体
系
的
に
保
存
し
て
い

る
と
考
え
る
こ
と
も
む
ず
か
し
い
だ
ろ
う
。

　
規
程
上
、
永
久
保
存
は
発
行
主
体
の
部
に
課
せ
ら

れ
て
い
た
。
門
司
鉄
道
局
の
場
合
、
庶
務
課
、
の
ち

総
務
部
に
お
い
て
保
存
さ
れ
た
。
現
実
的
に
、
今
回

の
調
査
で
見
出
さ
れ
た
「
局
報
」
は
、
途
切
れ
る
こ

と
な
く
纏ま
と
め
ら
れ
た
形
態
と
し
て
現
存
す
る
唯
一

の
資
料
群
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
第
二
次
大
戦
の
戦
火
を
免
れ
た
点
で
も
貴

重
で
あ
る
。
福
岡
に
お
い
て
も
、
昭
和
十
九
年
六
月
、

北
九
州
が
県
内
初
の
空
襲
を
受
け
た
。
翌
二
十
年
六

月
十
九
日
に
は
「
福
岡
大
空
襲
」
に
よ
り
、
福
岡
市

の
ほ
ぼ
三
分
の
一
の
家
屋
が
罹
災
し
、
多
く
の
犠
牲

者
を
出
し
た
。
続
け
て
同
二
十
九
日
門
司
市
、
七
月

二
十
六
日
大
牟
田
市
、
八
月
八
日
八
幡
・
若
松
・
戸

畑
市
、同
十
一
日
久
留
米
市
と
大
規
模
な
空
襲
に
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
県
下
の
主
要
都
市
も
空
襲
の
被
害

を
受
け
た
が
、
門
司
鉄
道
局
の
「
局
報
」
は
幸
い
に

焼
失
と
散
逸
を
免
れ
た
貴
重
な
記
録
で
も
あ
る
。

　
　

歴
史
資
料
の
継
承

　
明
治
期
以
降
、
鉄
道
は
日
本
全
国
に
網
の
目
の
よ

う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
、
人
々
の
移
動
手
段
、
貨
物
の

輸
送
手
段
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
生
活
を
支
え
て
き

た
。
ま
た
、
流
通
業
・
商
業
や
旅
行
・
観
光
業
な
ど

経
済
や
文
化
の
形
成
・
発
展
を
牽
引
し
、
地
域
社
会

と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
発
展
し
て
き
た
。
し
た

が
っ
て
、
鉄
道
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
こ
と
は
、
単
に

ヒ
ト
・
モ
ノ
の
移
動
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
は
な

く
、
現
代
の
地
域
社
会
や
経
済
、
文
化
が
ど
の
よ
う

に
し
て
形
成
・
発
展
し
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
な
る
。

　
歴
史
は
し
ば
し
ば
「
か
が
み
（
鏡
）」
に
例
え
ら

れ
る
。
鏡
の
な
か
に
自
ら
の
容
姿
を
客
観
的
に
見
る

よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
歴
史
と
い
う
鏡
を
通
じ
て
、

現
代
の
社
会
や
経
済
、
文
化
が
ど
の
よ
う
に
し
て
形

作
ら
れ
た
の
か
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ

の
た
め
に
は
大
前
提
と
し
て
歴
史
資
料
の
存
在
が

不
可
欠
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
資
料
と
は
文
字
に
よ

る
「
文
献
資
料
」
だ
け
を
指
す
の
で
は
な
く
、
冒
頭

の
発
掘
遺
構
の
よ
う
な
産
業
遺
産
、
関
係
者
の
オ
ー

ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
な
ど
を
含
め
て
で
あ
る
。
そ
し

て
、
わ
れ
わ
れ
は
後
世
の
人
々
も
歴
史
と
い
う
鏡
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
歴
史
資
料
を
継
承
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
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た
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北
九
州
市
芸
術
文
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振
興
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団
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
・

安
部
和
城
「
旧
門
司
駅
舎
跡　
発
掘
調
査
現
地
説
明
会

資
料
」
発
掘
ニ
ュ
ー
ス
八
五
号
、
二
〇
二
三
年
十
一
月

十
九
日
。

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
「
高
輪
築
堤
跡
こ
れ
か

ら
の
一
〇
〇
年
に
向
け
て
」『
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ニ
ュ
ー
ス
』

二
〇
二
三
年
五
月
三
十
一
日
。

立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
（https://

www.arc.ritsum
ei.ac.jp/

）

渡
邉
恵
一
「
鉄
道
史
に
お
け
る
『
高
輪
築
堤
』
研
究
の

検
証
」『
都
市
史
研
究
』
九
、二
〇
二
二
年
。

（
附
記
）

　
調
査
・
研
究
に
お
い
て
は
Ｊ
Ｒ
九
州
広
報
部
（
企
画
・

広
報
）
の
栃
原
健
様
、
中
村
智
和
様
に
た
い
へ
ん
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

い
て
は
九
州
産
業
大
学
地
域
共
創
学
部
の
野
見
山
桜
さ

ん
・
屋
比
久
千
織
さ
ん
・
山
元
茜
さ
ん
（
い
ず
れ
も

二
〇
二
三
年
卒
）・
園
田
理
子
さ
ん
（
二
〇
二
四
年
卒
）・

淺
井
啓
也
さ
ん
・
伊
藤
拓
海
さ
ん
・
川
村
碧
葉
さ
ん
・

小
林
沙
亜
也
さ
ん
・
坂
口
智
さ
ん
・
森
一
馬
さ
ん
・
木

本
涼
平
さ
ん
・
今
長
谷
崇
司
さ
ん
ら
学
生
有
志
の
皆
さ

ん
の
多
大
な
尽
力
に
よ
り
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
一
か
ら
立
ち
上
げ
、
そ
の
取
り
ま

と
め
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
菅
沼
明
正
先
生
に
深
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
研
究
は
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
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